
第３回（R2.10.5） 資料４

項目 サービス名
第７期の必要数と実績

（平成30年度～令和２年度）
第８期の必要数

（令和３年度～令和５年度）

　定期巡回・随時対応型訪問介護看護

　夜間対応型訪問介護

・未整備の圏域に1か所ずつ整備

【実績】
　整備なし（累計４か所）

・未整備の圏域に１か所ずつ累計12か所
必要
　（整備必要数８か所）

　小規模多機能型居宅介護

　看護小規模多機能型居宅介護

・５か所整備

【実績】
　３か所整備（累計19か所）
　※うち１か所は、既存の小規模多機能
　　型居宅介護から看護小規模多機能
　　型居宅介護への転換

・累計26か所必要
　（整備必要数７か所）

　認知症対応型通所介護

・尾上町、別府町及び東神吉町・西神吉
町・米田町圏域を除く６圏域に１か所ずつ
６か所整備

【実績】
　整備なし（累計10か所）

・未整備の圏域に１か所ずつ累計17か所
必要
　（整備必要数７か所）

　地域密着型通所介護

・圏域の指定をせずに整備を推進するが
通所介護を含めた給付費の実績と計画
値を比較し、実績が計画値を上回った場
合に整備を制限

【実績】
　３か所整備(累計35か所)

・圏域の指定をせずに整備を推進するが
通所介護を含めた給付費の実績と計画
値を比較し、実績が計画値を上回った場
合に整備を制限

　特別養護老人ホーム 
　地域密着型特別養護老人ホーム

・157床整備

【実績】
　157床整備（累計1228床）

・累計1358床必要
　（整備必要数130床）

　介護老人保健施設
・入所待機者数調査による待機者数が少
数であるため新たに整備はしない
（累計500床）

・入所待機者数調査による待機者数が少
数であるため新たに整備はしない

　介護医療院

・介護療養型医療施設からの転換整備可

【実績】
　１か所整備（累計170床）

・転換の意向があった場合に、状況を勘
案し整備を推進

　認知症対応型共同生活介護

・54床整備

【実績】
　54床整備（累計280床）

・累計361床必要
　（整備必要数81床）

　特定施設入居者生活介護

・80人分整備
　（サービス付き高齢者向け住宅）
　（軽費老人ホーム（ケアハウス））
・185人分整備
　（既存養護老人ホーム）

【実績】
　178人分整備（累計780人分）
　※サービス付き高齢者向け住宅分
　　　75人分整備
　※既存養護老人ホーム分
　　　103人分整備

・累計880人分必要
　（整備必要数100人分）

そ
の
他

　軽費老人ホーム（ケアハウス）
　
　養護老人ホーム
　
　有料老人ホーム
　
　生活支援ハウス
　　（高齢者生活福祉センター）

・30床整備
　（軽費老人ホーム（ケアハウス））
・その他の施設は、新たに整備はしない

【実績】
　整備なし（ケアハウス累計309床）

・累計339床必要
　（軽費老人ホーム（ケアハウス））
　（整備必要数30床）
・その他の施設は、新たに整備はしない

・累計388床必要

・ケアハウスについて、累計
339床必要とし、それを超える
整備及びその他の施設の整備
については、整備状況等を勘
案し整備を推進

・給付費の推移を勘案し整備
を推進

施
設
系
サ
ー

ビ
ス

・累計1445床必要

・入所待機者数が大幅に増加
しない限り新たに整備はしない

・転換の意向があった場合に、
状況を勘案し整備を推進

居
住
系
サ
ー

ビ
ス

・累計880人分必要とし、それ
を超える整備については、特
別養護老人ホームや在宅サー
ビスの整備状況等を勘案し整
備を推進

高齢者福祉計画及び
介護保険事業計画策定委員会

○介護保険事業計画におけるサービス基盤等整備について（案）

2025年度までの必要数
（令和７年度）

在
宅
サ
ー

ビ
ス

・定期巡回・随時対応型訪問
介護看護について、各圏域に
１か所以上の整備を推進

・累計28か所必要

・累計17か所必要


